
療養行動を工夫
して生活の質を
高めよう!!

生活習慣について
(食べる、寝る、遊ぶ

など）

●ごはんをたべて、
ぐっすりねて、いっ
ぱいあそぼう

●学校やお家でみの
まわりのことを、じぶ
んでやってみよう

●生活習慣のお約
束を守ってみよう

●生活習慣のルー
ルが守れているか、
自分でもチェックす
ることが出来る

●自分の体調に合
わせた生活習慣を
見つけて、実践する
ことが出来る

●自分の体調に合
わせた生活習慣を
身につける

●体調不良を招か
ないように生活習慣
に気を付けて過ごす
ことが出来る

まわりの人との
関係について

●おともだちと あ
そんでみよう

●お友だちといっ
しょに、色々なことに
チャレンジしてみよ
う

●困った時に「助け
て」って言ってみよ
う

●必要な時に、自分
に必要な援助を周
りの人に伝えること
が出来る

●必要な時（人）
に、自分の病気や悩
みについて話をす
ることが出来る

●必要な人には、自
分の病気や悩みに
ついて話をすること
が出来る

● 自分の病気につ
いて大切な人に説
明し、理解と協力を
得ることができる

体調不良について

● いたいときや へ
んだなと おもった
ら おとなに はなし
てみよう

●じぶんのいたいと
ころやしんどいこと
を分かるようにしよ
う

●体調が悪い時
は、周りの人に伝え
てみよう

●体調不良を周り
の人に伝えて、体を
休めることが出来る

●体調不良時の対
応(対処）が出来る

●病状が悪くなるサ
インに気づき、自分
で対処ができる

●体調不良への予
防する行動が取れ
る。

意思決定について
（自分で決めること）

●じぶんのちりょ
うって何？どんなん
だろう？ってきょう
みやかんしんをもと
う

●「先生、教えて。
私の治療や薬のこ
と」って聞いてみよ
う

●自分が受けてい
る治療を理解するこ
とが出来る

●自分の治療につ
いて決める話し合
いに参加し、自分の
意思を伝えること
が出来る

●治療について分
からないことを質問
し、自分の言葉で整
理をし、考えを伝え
ることが出来る

●必要な医療情報
を自分で集め、正し
い知識を持ち、意思
決定が出来る

おくすりについて

●おくすりを いや
がらずに がんばっ
てみよう

●お薬が大事だと分
かる

●薬を自分で準備
して、薬を飲んだり
打ったりしてみよう

●処方されている
薬の名前が言える

●処方されている
薬の名前、効果、副
作用などが言える

●処方されている
薬を適切に管理す
ることが出来る

●処方されている
薬について、必要な
知識を理解出来る

●じぶんの体にかん
しんをもとう

●自分の病気のこ
とを、先生やお家の
人に聞いてみよう

●自分の体や病気
を理解する

●自分の病名と、ど
んな病気かを言え
る

●自分の疾患やど
んな病気かを理解
し、説明出来る

●自分のこれからの
治療方針、起こり得
る合併症について
理解が出来る

●りょうようこうど
うを、毎日つづけよ
う

●りょうよう行動が
できると、友人と同
じように過ごせる
とことが分かる

●正しく療養行動を
していれば、友人と
同じように過ごせる
ことを理解する

●学校生活の中で
療養行動の工夫が
出来る

●自分の生活に合
わせた療養行動の
工夫が出来る

●生活の質を高め
るための療養行動
について工夫が出
来る

●自分にとってりょ
うよう行動が大切
なことが分かる

●自分に合わせた
療養行動が大切な
ことだと理解する

●集団生活の中で
療養行動に取り組
むことが出来る

●びょういんに い
やがらずに いこう

●びょういんに行く
りゆうにかんしんを
もとう

●病院に通う理由
と、自分の病気がつ
ながっていること
を知ろう

●病院を受診した
時に、自分の症状に
ついて主治医に伝
えてみる

●自分の症状や治
療について自分の
意見を伝えること
が出来る

●自分に合った病
院への移行に向け
て、主治医と話し合
うことが出来る

●自分に合った病
院への受診の必要
性を理解し、適切に
選択が出来る

●びょういんに いく
のは たいせつなこ
とだと しろう

●少しずつ一人で
診察室へ入れるよ
うに準備をしてみる

●診察の初めは一
人で診察室に入る
ことが出来る

●診察室には一人
で入ることが出来る

●必要な医療機関
に、一人で受診が出
来る

子どもとの
向き合い方

●出産後の生活の
イメージが持って
おく

●子どもと子どもの
病気を受けとめてい
くようにする

●病気だからと特別
扱いせず、子育てを
楽しむ

●子どもの疑問に出
来るだけ答える姿勢
を心がける

● 子どもの考えを
考えや選択を尊重
し、少しずつ子ども
に任せていく姿勢
をもつ

● 子どもが自分で
考え話せるように、
意見を受けとめサ
ポートする

	● 子どもの意思や
選択を尊重し、必要
に応じて助言する

● 子どもの意思決
定を尊重し、相談が
あれば一緒に考える

● 子どもの意思を
尊重し、必要なとき
は見守る

●子どもの病気や
治療について理解
しておく

●子どもと一緒に過
ごす時間を大切に
し、安心できる関係
を保つように心がけ
る

●家族みんなで子ど
もの病気について話
す時間をもつように
する

●ライフステージの
変化に合わせた医療
の変化を、主治医と
相談する

●子どもに少しず
つ病名や病気につ
いて伝えていける
ようにする

●子どもが自分の
病気に向き合える
ように、周りとの関
わりをサポートして
いく

●受診時や治療の
選択の際には、子ど
もの考えや意見を
聞く姿勢を心がけ
る

●子どもと一緒に
将来のことについて
考える

●子どもの病気や
治療に関する意思
を尊重し、必要に応
じて相談相手として
寄り添う

●正しい情報や知
識をもとに、意思
決定できるように
する

●困っていること、
悩んでいることを親
しい人や医療者に相
談してみる

●病気について相
談できる人や協力し
てくれる人をもつよ
うにする

●子どもと一緒に病
気や治療のことをわ
かる言葉で話すよう
にする

●体や病気のこと
を、子どもと話し合
う時間をもつ

療養行動について

●子どもと一緒に必
要な療養行動につ
いて話をしていく

●子どもと一緒に療
養行動に取り組むこ
とを心がける

●子どもに療養行
動を任せていく準
備・心構えをしてお
く

●子どもの療養行
動を見守りながら、
出来る範囲で子ど
も自身に任せていく

●子ども自身に療
養行動を任せなが
ら、必要なサポート
をする

●子どもの療養行
動および自己決定
を見守り、必要に応
じて助言する（サ
ポートする）

●子どもの療養行
動および自己決定
を見守る

病院の
受診について

● 緊急時や通院が
難しいときに備え
て、在宅医や地域
の医療体制を相談
しておく

●子どもの生活リズ
ムに合わせて、必要
に応じて園生活と調
整しながら通院を行
う

●子どもに病院に行
く理由を少しずつ伝
える

●子どもに病院に行
く理由を伝えてか
ら、一緒に受診する
ようにする

●子どもが病院に
行く理由を理解で
きるようにサポート
する

●少しずつ、子ども
が一人で診察室に
入れるようにサポー
トする

●診察の始めは、
子ども一人で診察
室に入るように促
す

●診察室に子ども
一人で入れるように
見守る

●子どもが自分で
必要な医療機関を
受診出来るように見
守る

子どもの
自立に向けて

●子どもに簡単な体
調の変化を伝えられ
るようにする

●子どもが身の回り
のことを自分でや
り、自分の体につい
て関心を持てるよう
サポートする

●必要に応じて、子
ども自身が医師と
話す場面を作り、親
は見守る

●子どもが自分の
言葉で、症状を主治
医に伝えられるよう
にサポートする

●症状や治療につ
いて、子どもが自分
の意見を伝えられ
るようにサポートす
る

●子どもに合った病
院への移行に向け
て、主治医と話し合
うようにする

●子どもが自分に
合った病院への受
診の必要性を理解
し、選択出来るよう
に見守る

自分らしい生活を送るための
知識を持とう!!

自分の病気や体を
正しく理解しよう!!

療養行動について

病院の
受診について

生
活
の
こ
と

病
気
の
こ
と

　●自分の病気で注意するすることを周
りの人の人に伝えてみよう

自分の病気
について

あ
な
た

じぶんにできることは
やってみよう‼

じぶんのからだに
かんしんをもとう‼

自分にとって大切なことを
知っていこう!!

自分の病気のことを
知っていこう!!

子どもの病気
について

家
族

チャレンジ

目標

１

ステップ

２

ステップ

３

ステップ

４

ステップ

５

ステップ

６

ステップ

７
ステップ

８
ステップ

９
ステップ


